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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 4月 25日 (2006.4.25)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 適 切 な 増 感 放 射 線 に よ り 励 起 す る と 、 局 所 的 酸 素 消 費 ま た は 枯 渇 を 開 始 す る 増 感 剤 の 使
用 で あ っ て 、 機 能 的 臨 床 的 ガ イ ダ ン ス ま た は 治 療 処 置 進 行 の モ ニ タ リ ン グ お よ び 追 跡 の た
め の 、 オ ン ラ イ ン 血 液 酸 素 化 レ ベ ル 依 存 性 （ Ｂ Ｏ Ｌ Ｄ ） － 磁 気 共 鳴 イ メ ー ジ ン グ （ Ｍ Ｒ Ｉ
） 法 に 使 用 す る 診 断 用 組 成 物 の 製 造 の た め の 使 用 で あ り 、 該 Ｍ Ｒ Ｉ 法 は 、
　 （ ｉ ） 患 者 の 体 内 で 目 的 の 標 的 領 域 の Ｂ Ｏ Ｌ Ｄ 加 重 Ｍ Ｒ 画 像 を 作 成 し （ 時 間 ｔ 0 ） ；
　 （ ii） 該 増 感 剤 を 患 者 に 投 与 し ；
　 （ iii） 患 者 を Ｍ Ｒ Ｉ ス ペ ク ト ル 計 の 磁 界 内 に 置 き 、 連 続 Ｍ Ｒ イ メ ー ジ ン グ を 行 い な が
ら 、 適 切 な 増 感 放 射 線 で 患 者 の 体 内 の 目 的 の 標 的 領 域 を 照 射 し ；
　 （ iv） 照 射 中 お よ び ／ ま た は 照 射 後 に １ つ の ま た は 複 数 の Ｔ ２ * 加 重 連 続 Ｂ Ｏ Ｌ Ｄ 　 Ｍ
Ｒ 画 像 を 作 成 し （ 時 間 ｔ ） ；
　 （ ｖ ） 時 間 ｔ 0  と ｔ に 作 成 さ れ た デ ー タ を 処 理 し て 、 画 素 ベ ー ス で カ ラ ー コ － ド の 差 お
よ び ／ ま た は 比 の 地 図 を 作 成 し ； そ し て
　 （ vi） （ ｖ ） で 作 成 さ れ た 地 図 を （ ｉ ） で 作 成 さ れ た 画 像 に 重 ね 合 わ せ て 得 ら れ た 複 合
画 像 を 表 示 す る こ と に よ り 、 処 理 さ れ た デ ー タ を 分 析 す る 、 こ と を 含 む Ｍ Ｒ Ｉ 法 で あ る 、
上 記 使 用 。
【 請 求 項 ２ 】
　 適 切 な 放 射 線 照 射 に よ り 励 起 さ れ る と 、 局 所 的 酸 素 消 費 ま た は 枯 渇 を 開 始 さ せ る 血 液 由
来 ま た は 間 質 の 電 磁 放 射 線 励 起 性 物 質 （ 以 後 「 増 感 剤 」 ） の 使 用 で あ っ て 、 局 所 閉 塞 ま た
は 再 疎 通 に よ り 治 療 可 能 な 疾 患 ま た は 障 害 の 治 療 的 処 理 前 の 機 能 的 臨 床 的 ガ イ ダ ン ス の た
め に 患 者 の 体 内 の 疾 患 領 域 を オ ン ラ イ ン イ メ ー ジ ン グ す る た め の Ｂ Ｏ Ｌ Ｄ － Ｍ Ｒ Ｉ 法 に 使
用 す る 診 断 用 組 成 物 を 製 造 す る た め の 使 用 で あ り 、 該 Ｂ Ｏ Ｌ Ｄ － Ｍ Ｒ Ｉ 法 は 、 Ｍ Ｒ Ｉ ス ペ
ク ト ル 計 の 磁 界 に 置 か れ て 連 続 的 Ｍ Ｒ イ メ ー ジ ン グ を 受 け て い る 患 者 に 、 非 治 療 的 毒 性 下
用 量 の 増 感 剤 を 投 与 し 、 標 的 疾 患 領 域 に 適 切 な 増 感 放 射 線 を 照 射 し 、 そ し て 増 感 剤 の 投 与
前 に 作 成 さ れ た 疾 患 領 域 の Ｍ Ｒ 画 像 と 比 較 し て 、 疾 患 領 域 中 の 増 感 剤 の 励 起 に 応 答 し た 酸
素 消 費 に よ り 作 成 さ れ た Ｂ Ｏ Ｌ Ｄ － Ｍ Ｒ Ｉ コ ン ト ラ ス ト 中 の 変 化 を 解 析 す る こ と を 含 む 、



Ｂ Ｏ Ｌ Ｄ － Ｍ Ｒ Ｉ 法 で あ る 、 上 記 使 用 。
【 請 求 項 ３ 】
　 適 切 な 放 射 線 照 射 に よ り 励 起 さ れ る と 、 局 所 的 酸 素 消 費 ま た は 枯 渇 を 開 始 さ せ る 血 液 由
来 ま た は 間 質 の 電 磁 放 射 線 励 起 性 物 質 （ 以 後 「 増 感 剤 」 ） の 使 用 で あ っ て 、 局 所 閉 塞 ま た
は 再 疎 通 に よ り 治 療 可 能 な 疾 患 ま た は 障 害 の 治 療 的 処 理 の 過 程 で 、 体 の 疾 患 領 域 を オ ン ラ
イ ン イ メ ー ジ ン グ す る た め の Ｂ Ｏ Ｌ Ｄ － Ｍ Ｒ Ｉ 法 に 使 用 す る 診 断 用 組 成 物 を 製 造 す る た め
の 使 用 で あ り 、 該 Ｂ Ｏ Ｌ Ｄ － Ｍ Ｒ Ｉ 法 は 、 Ｍ Ｒ Ｉ ス ペ ク ト ル 計 の 磁 界 に 置 か れ て 連 続 的 Ｍ
Ｒ イ メ ー ジ ン グ を 受 け て い る 患 者 に 、 治 療 量 の 該 増 感 剤 を 投 与 し 、 標 的 疾 患 領 域 に 適 切 な
増 感 放 射 線 を 照 射 し 、 そ し て 増 感 剤 の 投 与 前 に 作 成 さ れ た 疾 患 領 域 の Ｍ Ｒ 画 像 と 比 較 し て
、 疾 患 領 域 中 の 増 感 剤 の 励 起 に 応 答 し た 酸 素 消 費 に よ り 作 成 さ れ た Ｂ Ｏ Ｌ Ｄ － Ｍ Ｒ Ｉ コ ン
ト ラ ス ト 中 の 変 化 を 解 析 す る こ と を 含 む 、 Ｂ Ｏ Ｌ Ｄ － Ｍ Ｒ Ｉ 法 で あ る 、 上 記 使 用 。
【 請 求 項 ４ 】
　 該 増 感 剤 は 光 増 感 剤 で あ り 、 該 治 療 法 は 光 動 的 治 療 法 （ Ｐ Ｄ Ｔ ） で あ る 、 請 求 項 １ ま た
は ２ の 使 用 。
【 請 求 項 ５ 】
　 該 治 療 法 は 、 局 所 的 閉 塞 ま た は 再 疎 通 に よ り 治 療 可 能 な 疾 患 ま た は 障 害 に 適 用 さ れ る 、
請 求 項 １ の 使 用 。
【 請 求 項 ６ 】
　 該 治 療 法 は 光 動 的 治 療 法 （ Ｐ Ｄ Ｔ ） で あ る 、 請 求 項 １ ま た は ５ の 使 用 。
【 請 求 項 ７ 】
　 Ｐ Ｄ Ｔ 法 で 使 用 さ れ る 増 感 剤 は 、 紫 外 線 、 可 視 光 線 、 赤 外 線 、 お よ び 近 赤 外 線 よ り な る
群 か ら 選 択 さ れ る 電 磁 放 射 線 に よ り 励 起 可 能 な 光 増 感 剤 で あ る 、 請 求 項 ６ の 使 用 。
【 請 求 項 ８ 】
　 Ｐ Ｄ Ｔ 法 で 使 用 さ れ る 増 感 剤 は 、 イ オ ン 化 放 射 線 に よ り 直 接 ま た は 間 接 に 励 起 可 能 な 光
増 感 剤 で あ る 、 請 求 項 ６ の 使 用 。
【 請 求 項 ９ 】
　 該 イ オ ン 化 放 射 線 は Ｘ 線 で あ る 、 請 求 項 ８ の 使 用 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 Ｐ Ｄ Ｔ で 使 用 さ れ る 該 光 増 感 剤 は 、 紫 外 線 、 可 視 光 線 、 赤 外 線 ま た は 近 赤 外 線 に よ り 励
起 さ れ る と 、 酸 素 か ら 局 所 的 細 胞 障 害 反 応 性 酸 素 種 （ Ｒ Ｏ Ｓ ） へ の 光 変 換 を 触 媒 す る 、 請
求 項 ４ ま た は ７ の 使 用 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 該 光 増 感 剤 は ク ロ ロ フ ィ ル （ Ｃ ｈ ｌ ） ま た は バ ク テ リ オ ク ロ ロ フ ィ ル （ Ｂ ｃ ｈ ｌ ） 化 合
物 で あ る 、 請 求 項 １ ０ の 使 用 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 該 光 増 感 剤 は 金 属 置 換 Ｂ ｃ ｈ ｌ 化 合 物 で あ る 、 請 求 項 １ １ の 使 用 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 該 金 属 置 換 Ｂ ｃ ｈ ｌ 化 合 物 は 、 パ ラ ジ ウ ム － バ ク テ リ オ フ ェ オ フ ォ ル ビ ド （ Ｐ Ｄ － Ｂ ｐ
ｈ ｅ ｉ ｄ ） ま た は パ ラ ジ ウ ム ３ ’ － オ キ ソ － １ ５ － メ ト キ シ カ ル ボ ニ ル メ チ ル － ロ ー ド バ
ク テ リ オ ク ロ リ ン １ ３ ’ － （ ２ － ス ル ホ エ チ ル ） ア ミ ド カ リ ウ ム 塩 よ り な る 群 か ら 選 択 さ
れ る 、 請 求 項 １ ２ の 使 用 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 該 光 増 感 剤 は 、 ポ ー フ ィ マ ー （ porfimer） 、 テ モ ポ ル フ ィ ン （ temoporfin） 、 Ａ Ｌ Ａ （
５ － ア ミ ノ レ ブ ロ ン 酸 ） 、 ル テ チ ウ ム テ キ サ フ ィ リ ン （ lutetium texaphyrin） 、 タ ラ ポ
ル フ ィ ン （ talaporfin） 、 お よ び ベ ル テ ポ ル フ ィ ン （ verteporfin） で あ る 、 請 求 項 １ ０
の 使 用 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 該 増 感 剤 は 静 脈 内 投 与 さ れ る 、 請 求 項 １ か ら １ ４ の い ず れ か １ 項 の 使 用 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 局 所 的 閉 塞 に よ り 治 療 可 能 な 該 疾 患 ま た は 障 害 は 悪 性 疾 患 で あ る 、 請 求 項 ２ か ら １ ５ の
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い ず れ か １ 項 の 使 用 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 該 悪 性 疾 患 は 、 乳 癌 、 前 立 腺 癌 、 腎 臓 癌 、 結 腸 癌 、 肺 癌 、 胃 癌 、 膀 胱 癌 、 子 宮 癌 、 子 宮
頸 部 癌 、 卵 巣 癌 、 食 道 癌 、 脳 の 癌 ま た は 皮 膚 の 癌 で あ る 、 請 求 項 １ ６ の 使 用 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 局 所 的 閉 塞 に よ り 治 療 可 能 な 該 疾 患 ま た は 障 害 は 非 悪 性 疾 患 で あ る 、 請 求 項 ２ か ら １ ５
の い ず れ か １ 項 の 使 用 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 該 非 悪 性 疾 患 は 、 乾 癬 、 リ ウ マ チ 様 関 節 炎 、 良 性 前 立 腺 肥 大 、 良 性 中 皮 腫 、 月 経 過 多 、
日 光 性 角 化 症 、 ま た は 眼 科 疾 患 で あ る 、 請 求 項 １ ８ の 使 用 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 該 眼 科 疾 患 は 年 齢 関 連 黄 斑 変 性 症 で あ る 、 請 求 項 １ ９ の 使 用 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 局 所 的 再 疎 通 に よ り 治 療 可 能 な 該 疾 患 ま た は 障 害 は 心 血 管 疾 患 で あ る 、 請 求 項 ２ か ら １
５ の い ず れ か １ 項 の 使 用 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 該 心 血 管 疾 患 は 血 管 形 成 ま た は ア テ ロ ー ム 性 動 脈 硬 化 症 後 の 再 狭 窄 で あ る 、 請 求 項 ２ １
の 使 用 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 Ｐ Ｄ Ｔ に 対 す る 腫 瘍 応 答 の リ ア ル タ イ ム 評 価 の た め に 手 術 中 に 行 わ れ る 、 請 求 項 １ か ら
３ の い ず れ か １ 項 の 使 用 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 患 者 の 体 内 の 該 疾 患 領 域 は 前 立 腺 で あ り 、 光 増 感 剤 は Ｐ Ｄ － Ｂ ｐ ｈ ｅ ｉ ｄ で あ る 、 請 求
項 １ ０ の 使 用 。
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